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序 文

通常，哺乳類の受精の場は卵管膨大部とされ，雌性生
殖道へ進入した精子は速やかに卵管膨大部へ進み，卵子
と遭遇し受精が起こるとされている。
しかし，ハムスターやマウスなどの実験動物では交尾
時間と排卵時間に数時間の時間差が明らかであり，精子
は受精するまでの数時間以上を子宮 卵管内で停留する。
これまで，越冬中、精子を雌性生殖道内に貯蔵するコ
ウモリの卵管上皮細胞と精子の関係は毛利と内田 ），

ら ）により検討されている。
ハムスターでは精子滞在部位については柳町ら ） ）が
検討しているが，微細形態は阿部ら ）による分泌細胞に
関するもののみで，精子と雌性生殖道の上皮細胞との関
係は検討されていない。

方 法

ゴールデンハムスターの交尾開始から 時間後及
び，推定排卵時間の 時間後に子宮の一部と卵管を緩衝
％グルタールアルデヒド溶液に浸漬，固定液中で卵

管膨大部，峡部および子宮 卵管移行部に区別して細断，
その後通常の方法で電子顕微鏡試料作成を行った。
観察は の準超薄切片をトルイジンブルー染色で
光学顕微鏡観察すると共に，近接部の超薄切片を酢酸ウラ

ニルとクエン酸鉛の 重染色を行い，電子顕微鏡観察した。
なお，ゴールデンハムスターは動物実験委員会の承認
を得て本学動物飼育室で自己繁殖した個体で，生殖周期
を確認の上実験に用いた。

結 果

交尾開始後 時間の同一個体の卵管各部を準超薄切片で
観察した結果，子宮 卵管移行部では，子宮内へ弁状に突
出する卵管子宮口の粘膜ヒダの間隙や，子宮壁内を湾曲し
ながら貫く部位の卵管（卵管子宮壁部）の粘膜ヒダの間隙
には多くの精子が認められた（ ）。特に粘膜ヒダの
一部には陰窩状の深い間隙が見られ，多数の精子がこの部
位に侵入することが認められた（ ）。これに対し峡
部及び膨大部に精子は認められなかった（ ）。
電子顕微鏡観察では，膨大部（ ）や峡部の分泌

細胞（ ）において顆粒の放出は殆ど認められない
が，移行部では盛んに分泌が行われていることが推測さ
れた（ ）。
また粘膜ヒダの一部に見られる陰窩状の深い間隙には精
子が深部まで浸入し，最深部の細胞に垂直に頭部を接する
事が認められ，この部位の上皮細胞から精子に対しなんら
かの伝達が行われていることが示唆された（ ）。また，
交尾後数時間以上経過した卵管子宮口付近の上皮細胞内に
は精子の頭部が観察される事があった（ ）。
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子宮内腔へ突出した卵管子宮口
内側に多数の絨毛を持つ粘膜ヒダが子宮内へ 弁状に突出し、精子の大部分はここで卵管への進入を阻止される。トルイジンブルー染色

子宮壁部の卵管粘膜に見られる陰窩
陰窩内には多数の精子が進入し、最深部では切片上数個の上皮細胞が味蕾状の配列をなすことがある。トルイジンブルー染色



排卵後の卵管膨大部
推定排卵時間より 時間経過し，膨

大部には卵子が存在するが精子は全く
認められない。卵子内には第 分裂の
染色体が赤道板に並ぶことからも未受
精であることが推測される。トルイジ
ンブルー染色

子宮壁内の卵管内部 と近
接切片の電子顕微鏡像

推定排卵時間より 時間経過した卵管子
宮部には内腔に多数の精子が認められる。
上皮表面には線毛は見られない。



排卵後の卵管膨大部 と近
接切片
と同様，電顕観察においても精子

は全く認められない。高密度に繊毛 を有
する細胞が多いが，一部微絨毛だけを有す
る分泌細胞（ ）が混在する。
内腔に見られる細胞は卵子を被う卵丘細
胞。

子宮壁内卵管の陰窩深部
と近接切片

管腔から上皮層へ多くの陰窩状陥没が見
られ，多数の精子がこの部位に認められる。
しかし，内腔深部の直径は数 以下で全
体を上皮細胞の微絨毛が満たし，精子が自
ら進入したか，微絨毛により捕らえられた
ものかは不明であるが に見られる様
な細胞内の精子は確認できない。



卵管峡部
卵管全体のほぼ中央部付近より得た試料
の切片像であるが，膨大部と同様精子は全
く認められなかった。
上皮細胞の大部分は大量の分泌顆粒と長
大な微絨毛を有し，線毛を有する細胞は非
常に少なく，この図を得た切片には認めら
れなかった。

子宮最深部 に見られる絨
毛の間隙の一部。

上皮表面には微絨毛が良く発達していた
が，峡部や膨大部の細胞に見られる様な分
泌顆粒は認められない。
また，上皮層の細胞質内に精子（ ）が
認められることがあり，上皮細胞による精
子の貪食が示唆される。



考 察

今回の研究では，ハムスターに発情時間帯の初期に交
尾を行わせ，交尾後 時間あるいは推定排卵時間後
の同一個体の卵管各部を準超薄切片の光学顕微鏡観察と
近接切片の電子顕微鏡観察で比較検討した。
精子は受精するまでの数時間以上，子宮や卵管内に停
留する。
雌性生殖道内に放出されたハムスターの精子は子宮

卵管移行部の粘膜上皮の陰窩状細隙を形成する分泌細胞
や最深部の細胞からなんらかの伝達を受けながら数時間
滞在し，この間に受精能を獲得，排卵時に合わせて膨大
部に進み受精におよぶことが示唆された。
電子顕微鏡観察では，卵管膨大部の上皮表面には多数
の線毛細胞が微絨毛を有する細胞と共に存在するが，峡
部や移行部では線毛細胞は認められなかった。
特に移行部粘膜の陰窩状間隙の最深部は微絨毛によっ
て埋められ，多くの精子がこの部位まで進入する事から，
雌性生殖道内に放出されたハムスターの精子は子宮 卵
管移行部粘膜の陰窩状細隙を形成する上皮細胞から何等
かの伝達を受けながら数時間滞在し，この間に受精能を
獲得，選別された精子は，その後膨大部に進み受精に及
ぶことが示唆された。
卵管や子宮の上皮細胞内に精子頭部が認められること
から，この部位に精子を貪食する細胞が存在することが
示唆されたが，貪食細胞が上皮層まで浸潤するのか，あ
るいは，上皮細胞自身が貪食能を持つのかは，今後検討
が必要である。

引 用 文 献

） （ ）

（ ）

） （ ）

（ ）

） （ ）

（ ） （ ）

） （ ）

（ ）

） （ ）

（ ）

要 旨

ゴールデンハムスターに発情時間帯の初期に交尾を行
わせ，交尾後 時間の同一個体の卵管各部を準超薄
切片の光学顕微鏡像と電子顕微鏡像で比較観察した。
発情期の初期には卵管峡部や膨大部には精子は認めら
れない。一方，子宮 卵管移行部で粘膜ヒダの間隙に多
くの精子が認められ，特に子宮壁内を貫く部位では粘膜
が複雑なヒダをなし，一部には陰窩状の深い間隙が見ら
れる。
多くの精子が，この部位の上皮細胞に接着して観察さ
れた。




